
 

２０２３年１月１１日（水）第二水曜祈祷会 

創世記６章１～２２節 

「神とともに歩んだノア」 

 

１．堕落した地と正しい人ノア（１～１２節）   ＊４節の「ネフィリム」は当時の「巨人」を意味する言葉。 

①６章における「神の人ら」は、何を善悪の基準として社会を形成していますか。 

    

②主はどうして「人の齢は百二十年にしよう」と宣言されたのですか。 

 

③結局、主はどうして地上に人を造ったことを悔やみ、心を痛められたのですか。 

 

④神は悔い改めない人らを見て、どのような決断をされましたか。どんな心境だったと思いますか。 

 

⑤「しかし、ノアは主の心にかなっていた」とはどういうことですか。「正しい人」とは？ 

 

⑥ノアにセム、ハム、ヤフェテが与えられたことはどんなことを意味していますか（創世記５：２９参照）。 

 

⑦１１、１２節で、あらためて何が強調されていますか（マタイ２４：３８参照）。 

 

 

２．神のさばきと救いの知らせ（１３～２２節）  ＊箱舟の大きさは１万５千トン級の大型船。 

①神はノアにどんな裁きの言葉を告げられましたか（１３節）。 

 

②神はノア自身には何を命じられましたか（１４節）。   

 

③ノアは神の命令を聴いてどうしましたか。どんな苦労があったと思いますか。 

 

④神はこの世に裁きをもたらすために何を起こすと告げられましたか（１７節）。 

 

⑤しかし、神はノアとどのような契約を結びましたか。それはどんな特徴がありますか。 

 

⑥神はどうしてすべての生き物（肉なるもの）を二匹ずつ箱舟に入れるように命じたのですか。 

 

⑦ノアは神の命令にどのように従いましたか。（ヘブル１１：７） 

 

 

＊あなたは今日のみことばから何を教えられ、どんな決心をされましたか。 


